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１ 覚書の締結までの経緯と目的

川崎市と益田市の交流は、平成 15 年の川崎市立商業高等学校創立 50 周年記

念事業に益田市の郷土芸能である石見神楽の演舞が行われたことが契機となり

始まりました。 

その後、ふれあいサマーキャンプ、青少年のスポーツ交流、かわさき市民祭

りへの益田市物産ブースの出店など、様々な交流が行われています。   

そこで、これまでの経緯を踏まえ両市で覚書を交わし、引き続き文化・スポ

ーツ等の交流を推進しようとするものです。 

２ 川崎市と益田市との交流事業

(1) 交流事業実績 

① 文化交流事業 

川崎市立商業高等学校創立 50 周年記念事業「石見神楽演舞」(平成 15年) 

   かわさき市民祭り 石見神楽演舞（平成 16 年・17 年、平成 22 年） 

                     ※平成 22 年は台風のため中止 

② 青少年のスポーツ交流事業 

   小学生サッカー交流（平成 20 年・21 年） 

 小学生ミニバスケットボール交流 

（平成 21・22 年、平成 24 年） 

   小学生卓球交流（平成 22 年） 

   小学生柔道交流（平成 23 年） 

 中学生卓球交流（平成 23 年） 

③ その他、観光と物産の振興等事業 

   ふれあいサマーキャンプ交流（平成 19 年から毎年） 

かわさき市民祭り（益田市物産ブースの出店、平成 21 年から毎年） 

   多摩川リバーサイド駅伝 in 川崎 

   （物産ブースの出店、賞品の提供、平成 22 年から毎年） 

川崎市と益田市の文化･スポーツ等の交流に関する覚書 
の締結について 



 (2) 今後の交流

   (1)の実績を踏まえ、青少年のスポーツ交流やふれあいサマーキャンプな

ど、現在行っている事業を中心に、引き続き交流事業を推進し、両市の相

互理解と友好親善を深めていきます。 

３ 覚書の期間 

覚書の有効期間は５年とします。 

なお、両市のいずれかから終了の申し出がない場合、５年間の更新を行い、 

以後も同様とします。 

４ 締結式 

日 時 ： 平成 25 年 7 月 8 日(月) 午前 11 時から 

場 所 ： 川崎市役所 

出席者 ： 川崎市長、益田市長 ほか 

益田市について 

(1) 概要  

益田市（ますだし）は、島根県の市。 

浜田市と並び島根県西部、特に石西地域 

の中心都市である。 

浜田市、大田市と共に石見三田（いわみさんだ） 

と呼ばれている。 

 人口：49,911 人 

面積：733.24 km2 （平成 25 年 3月末現在） 

(2) 沿革 

 昭和 27（1952）年に市制施行。 

平成 16（2004）年に益田市、美都町、匹見町が合併し、現在の益田市となる。 

(3) 地理  

島根県西部に位置し日本海に面する。市中心は高津川下流に広がる益田平野に発展 

している。市域の南部は中国山地の西部に当たり、1000m 級の山々が連なる。 

(4) 名産品・特産品 

天然アユ、メロン、トマト、ブドウ、ユズ、ワサビ、鶏卵饅頭、鴨島はまぐり 

(5) 歴史・文化 

 柿本人麿（生誕・終焉の地）、雪舟（益田氏に招かれ、円熟期と晩年を過ごす） 

 石見神楽（リズムの軽快さと衣装の豪華さで類を見ない郷土芸能）  

遺跡・古墳（新槙原遺跡、スクモ塚古墳、小丸山古墳、鵜の鼻古墳群など） 

（益田市ホームページ・市政要覧より） 
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（案） 
川崎市と益田市の文化･スポーツ等の交流に関する覚書 

川崎市と益田市は、両市の文化・スポーツ等の交流を推進するため、次の合

意内容に関する覚書を締結する。 

１ 趣 旨  

川崎市及び益田市は、文化・スポーツ等の分野における交流を推進するた

め、次の事項について定めるものとする。 

２ 事業の内容 

上記の目的を達成するため、両市は協力して次のことを行う。 

（１）文化交流事業 

（２）青少年のスポーツ交流事業 

（３）その他、観光と物産の振興等、両市の交流に資すること 

３ 有効期間 

本覚書の有効期間は、締結の日から５年間とする。 

  両市のいずれかから、終了についての申し出がない場合は、５年間更新す

るものとし、以後も同様とする。 

４ その他 

  この覚書に定めのない事項については、両市で誠意をもって協議する。 

 この覚書の締結を証するため、本覚書を２通作成し両市の市長が署名の上、

各１通を保有する。 

平成２５年 月 日 

川崎市長             益田市長
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２０１１年（平成２３年）８月５日 東京新聞 掲載記事 

２０１２年（平成２４年） ８月２０日 神奈川新聞 掲載記事 
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